
　顕微鏡は17世紀の後半に発明され、
目に見えない小さな生き物を発見し、
生物は細胞からできているということ
を明らかにしました。顕微鏡の進歩は
生物学者の「見たい」という欲求を原
動力にしています。今回は、最新の顕
微鏡によって見えるようになった植物
の配偶体形成を紹介します。
　植物の種は雌しべに花粉がついてで
きます。しかしこれは動物の受精とは
違う現象です。よく知られているウニ
とかカエルとかの受精では卵細胞に向
かって精子が泳いでいき、2つの細胞が
合体します。その結果できた受精卵が
細胞分裂をして胚（発生のごく初期の
個体）となります。被子植物の受精は
雌しべの中の雌性配偶体の中で起きま
す。雌性配偶体（図1）には7個の細胞
があり、そのうちの卵細胞は花粉の中
の精細胞と受精して受精卵となります。
卵細胞の横には助細胞が2個あり、花粉
から伸びる花粉管を誘因して、精細胞
が運ばれるのを助けます。中央細胞は2
つの核を持つ変わった細胞で、これも
精細胞と受精して胚乳となります（花
粉の中には2つの精細胞があり、それぞ
れ卵細胞と中央細胞と受精します）。中
央細胞の上には3個の反足細胞がありま
すが、この細胞の役割はまだ分かって
いません。このように雌性配偶体の中
の7個の細胞はそれぞれに分化した固有
の機能を持っていますが、元は1つの細
胞です。細胞分裂によってできた細胞
はどうやって自分がなるべき機能をも

った細胞へと分化していくのかは生物
学の大きな問題となっています。
　今回の研究で、名古屋大学の栗原大
輔博士らは被子植物の1つシロイヌナズ
ナの雌性配偶体ができる様子を生きた
まま観察することに成功しました。雌
性配偶体は100 µmにも満たない小さな
組織なので、観察には顕微鏡を使いま
す。顕微鏡で観察するというと、見たい
ものをスライドグラスにのせ、カバー
グラスをかぶせてプレパラートを作っ
たことを思い出す人も多いでしょうが、
この方法では体の中にあるものを生き
たまま見ることができません。まずプ
レパラートにすることで細胞が死んで
しまう場合があります。また普通の顕
微鏡では光源からの光が試料を通ると
きの変化（色がついたり暗くなったり）
を見ているのですが、光が通れるぐら
い試料を薄くすると、色も薄くなって
見えなくなってしまいます。これらの
問題を解決するために、顕微鏡と観察
方法にさまざまな工夫が入っています。
　まず、顕微鏡の下でも細胞が成長す
るように環境を整えました。配偶体の
形成には20時間ぐらいかかりますが、
その間細胞が元気でいられるように培
養液の中に浸け、温度を一定にしまし
た。細胞はほとんど透明でそのままで
は見えないので着色したいのですが、
着色方法によっては細胞が死んでしま
います。そこで蛍光タンパク質を使っ
て細胞の中の構造体を光らせる方法が
使われました。蛍光タンパク質は固有

の波長の光を当てると、別の色に光る
タンパク質のことです。緑色に光る蛍
光タンパク質を改良して、細胞の核に
行くようにします。同じように赤色に
光る蛍光タンパク質を細胞膜に行くよ
うにしました。この2つのタンパク質
が雌性配偶体の中でできるように遺伝
的に改変したシロイヌナズナを観察対
象にしました。
　図2では細胞の核が緑色に、細胞膜が
紫色（画像処理で赤を紫に変換）に見え
ます。一番左の観察開始時点で1つの細
胞の中に矢尻で示す2つの核があること
が分かります。2つの核は上下に移動し、
5時間50分後に2回目の分裂をして4個
の核になりました。さらに核は移動しな
がら3回目の分裂をおよそ11時間後にし
ました。このとき核が小さく色濃くなっ
ているのは分裂中の凝縮した形になっ
ているためです。11時間45分後に細胞
化が始まりました。核の周りに細胞膜が
できて、これまで1細胞に8個の核があ
る状態だったのが、7個の細胞へと分け
られていきます。細胞になると同時にそ
れぞれの細胞の特徴を示すようになり、
細胞が分化していることが分かりまし
た。こうした観察を何十回も繰り返した
ところ、核はいつも同じように動き、そ
の場所に応じた細胞へと分化していく
ことが分かりました。被子植物の雌性配
偶体ができる過程では、細胞は分化して
から場所を変えるのではなく、自分のい
る場所に合わせて分化することが一目で
分かる研究です。
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図2　配偶子形成過程のライブイメージング（以下URLに動画を掲載）
http://biochemistry.isc.chubu.ac.jp/labo/suzuki/antenna154/
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図1　動物と植物における雌の配偶子形成の模式図




